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高等学校入学者選抜におけるインフルエンザ罹患者等への対応について（通知） 

 

 

このたび、公立の高等学校入学者選抜におけるインフルエンザ罹患者等への対応状

況調査について、各都道府県・指定都市教育委員会の協力の下、別添のとおり取りま

とめましたのでお知らせします。 

本調査結果によれば、受検機会を確保する取組として、独自の日程・学力検査問題

による追検査の実施、第二次募集と同一の日程・学力検査問題による追検査の実施の

他、受検できなかった者に対して、調査書その他必要な書類による選考の対象とする

ことなどが見られました。 

ついては、本調査結果を参考として、保健福祉部局等の関係機関、市区町村教育委

員会及び所管又は所轄の学校等と連携を図りながら、インフルエンザ罹患者等に対す

る受検機会の十分な確保について、特段の御配慮をお願いします。 

また、新型インフルエンザ等により所定の日程による学力検査の実施が困難となる

等の不測の事態に適切に対応できるよう、高等学校・中学校等との連絡体制の構築や、

問い合わせ窓口の設置、相当数の者が当日に受検できなかった場合の対応等について、

十分な検討・準備をお願いします。 

 

【本件担当】 

初等中等教育局児童生徒課 

キャリア教育･進路指導担当 

電話：03-5253-4111（内線 4728・4729） 

FAX ：03-6734-3177 

E-mail:jidous@mext.go.jp 
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公立高等学校入学者選抜におけるインフルエンザ罹患者等への対応状況について（概要） 

 
○調査対象：都道府県及び指定都市教育委員会が実施した「平成 28年度公立高等学校入学者

選抜」 

○調査時期：平成２８年５月１７日～６月３日 

○回答数：６６都道府県市（４７都道府県、１９指定都市） 
（※相模原市は、高等学校を設置していないため調査対象外。） 

 

１ 別室受検の実施状況について 

① インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか。 

ア．実施している ６４ 都道府県市 

イ．実施していない ２ 県 

「イ．実施していない」と回答した２県においては、追検査の実施により対応しているため、

別室での受検は実施していない。 

 
② 別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする具体的な事由 
・ 発熱、腹痛、吐き気、せき等の体調不良 
・ ノロウイルス等の感染症、感染性胃腸炎 
・ 骨折による車椅子利用者、怪我による松葉杖使用者 
・ 聴覚障害者等で個別に聞き取りテストを行う場合 
・ 視覚障害者等で拡大した問題用紙、解答用紙等を使用する場合 

 

③ 別室での受検を認める際の必要な手続について 

ア．医師の診断書を（事前又は後日）提出させている ８ 県市 

イ．本人の申し出により認めている ２９ 道県市 

ウ．その他 ４２ 都府県市 

 

「ウ．その他」と回答した都府県市の主な具体例 

・ 中学校でインフルエンザを発症していることを確認し、中学校が「配慮申請書」を高等学

校へ提出。受検当日に判明した場合は、口頭で申し出てから FAX で申請する。 

・ 事前に在籍中学校から志願先の高等学校へ受検方法申請書を提出する。 

・ 中学校長から志願先高等学校長への事前連絡。決定は志願先高等学校長と教育委員会との

協議による。 

・ 中学校長からの申請に基づいて高等学校長の判断により認めている。 

 
④平成 28年度入学者選抜において別室での受検を行った実績人数 

別室受検者数 4,693 人 
左記のうち、 

インフルエンザ罹患者数 
2,695 人 

※ 上記人数は、各教育委員会にて把握している範囲の合計人数である。 

 

別添 



２ 追検査の実施状況について 

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検査を実施しているか。 

ア．実施している １１ 府県市 

イ．実施していない ５５ 都道府県市 

 

「イ．実施していない」と回答した都道府県市の主な理由（複数回答可） 

・ 日程的な余裕がないことにより実施が困難であるため・・・（43%） 

・ 学力検査当日に別室受検を認めることによって、受検機会を確保することができると考え

ているため・・・（22%） 

・ 本検査と追検査の問題の難易度に差異が生じ、公平性の確保が難しいため・・・（22%） 

・ 病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、学力検査等の全部又は一部を受けるこ

とができなかった者については、その事由を証明する書類を提出させ、当該志願者に不利に

ならないよう配慮を行っているため・・・（13%） 

・ 各選抜日程をずらして設定し、複数回の受検機会を確保しているため・・・（7%） 

 
 

② 別日程での追検査を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする具体的な事由 
・ 病気による欠席や公共交通機関の遅延等 
・ 急病又は交通事故等やむを得ない理由 

 
③平成 28年度入学者選抜において別日程での追検査を行った実績人数 

追検査受検者数 385 人 
左記のうち、 

インフルエンザ罹患者数 
124 人 

※ 上記人数は、各教育委員会にて把握している範囲の合計人数である。 
 
④別日程での追検査を実施していない自治体において、季節性ではなく、平成 21 年度のような

新型インフルエンザが大流行した場合には追検査を実施するか。 

ア．実施する予定 ２ 都県 

イ．実施を検討する ３６ 道県市 

ウ．実施する予定はない １７ 府県市 

 

「ウ．実施する予定はない」と回答した府県市の主な理由 

・ 別室での受検で対応可能と考えているため。 

・ 追検査を行う日程的な余裕がないため。 

・ 本検査と異なる問題で選抜することは、公平性の確保に懸念があるため。 

 



公立高等学校入学者選抜におけるインフルエンザ罹患者等への対応状況について（詳細） 別添詳細

1．別室受検の実施状況について

①インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか ③別室受検を認める際の必要としている手続について

ア．し
ている

イ．して
いない

②別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする
具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体 別室受検者
インフルエン
ザ罹患者

1 北海道　 ○
発熱、体調不良、腹痛、吐き気、せき、精神的不安、貧血、流行性耳下腺
炎、過呼吸　等

○ 251 129

2 青森 ○

聴覚障害（放送による検査問題のある国語・英語の実施時）、肢体不自
由（移動困難）のほか、急な発熱や吐き気といった体調不良、対人関係
に関する極度の不安等、原則として中学校や本人からの申し出があった
場合

○ 46 20

3 岩手 ○
病気や視覚、聴覚、身体等の障がいのために、通常の受検に支障を生じ
るおそれがあり、受検に特別な配慮が必要で、別室が適していると判断
された場合

○
本人、保護者の申し出により、志願先高等学校と協議の上
決定

71

4 宮城 ○
身体上のこと等で受験の際に特に配慮を必要とする場合，中学校長から
出願予定先の高等学校長あてに申請書を提出し協議

○
中学校でインフルエンザを発症していることを確認し，中学
校が「配慮申請書」を高等学校へ提出。受験当日に判明し
た場合は口頭で申し出てからＦＡＸで申請

67 33

5 秋田 ○
平成２８年度対応例としては、突発性仮眠症の者、左耳の聴力が弱かっ
た者

○ 2 0

6 山形 ○
各学校ごとの判断となるが、体調不良者、通常の風邪等の場合も対象と
している

○ ○ 事前に中学校から連絡等を受ける

7 福島 ○ 感染性胃腸炎等 ○ 99 68

8 茨城 ○
・受検者等が，病気等により通常の検査形態による受検が難しいとの申
し出を行い，志願先高等学校長が，中学校長をとおして受検者の状況を
確認した上で対応可能な措置を講じる場合

○ ○

（検査前日まで）
　高校が，中学校長を通じて，受検することについて主治医
等の承諾があることを確認
（検査当日）
　本人の申し出により，高校が学校医と相談の上決定

175 98

9 栃木 ○ 障害や病気によって一般の受検者と同等の条件で受検が困難な受検者 ○ 141 98

10 群馬 ○
風邪、発熱、腹痛等で体調のすぐれない受検生に対して、別室検査会場
を用意する。

○
中学校長からの連絡、又は中学校を卒業した者については
保護者等による連絡を必要としている。

80 62

11 埼玉 ○
通知では、インフルエンザ、ノロウイルス感染症等としている。そのため、
その他の感染症や発熱、体調不良についても学校の判断で別室受検を
することが可能。

○

12 千葉 ○ 発熱，腹痛，その他 ○

事前にインフルエンザ等が判明している場合，在籍中学
校，保護者等からの連絡により別室での受検を認めるとと
もに，検査当日の本人等からの申し出によっても認めてい
る。

443 249

④平成28年度入学者選抜に
おける別室受検の人数



1．別室受検の実施状況について

①インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか ③別室受検を認める際の必要としている手続について

ア．し
ている

イ．して
いない

②別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする
具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体 別室受検者
インフルエン
ザ罹患者

④平成28年度入学者選抜に
おける別室受検の人数

13 東京都 ○
聴覚障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、発達障害、怪我、風邪による
発熱や咳等

○

別室受検等を希望する者は、中学校長を経由して「学力検
査等実施上の措置申請書」を志願する都立高校長に申
請。中学校に在籍していない者は、中学校長を経由せず、
直接、志願する都立高校長に申請

67

14 神奈川 ○
聴覚障害、視覚障害、チック及び肢体不自由者等、事前に申請すること
で認めている。また、当日の体調不良等の申し出により認めることもあ
る。

○ ○
事前に在籍中学校から志願先の高等学校へ、受検方法申
請書を提出

70

15 新潟 ○ 難聴、起立性調節障害、過敏性腸症候群、適応障害等 ○ ○ 25

16 富山 ○
志願者が視力、聴力、肢体状況、疾病等と関わって、受検に際して特に
配慮を必要とする場合

○
中学校長から志願先高等学校長への事前連絡。決定は志
願先高等学校長と県教育委員会との協議により決定

104 61

17 石川 ○
志願者が中学校長を経由して志願先高等学校に提出した特別措置申請
書の内容に基づき、県教育委員会と協議して決定

○ ○
志願者が中学校長を経由して特別措置申請書を出願開始
日までに志願先高等学校長に提出

18 福井 ○ 体調不良（風邪等）、怪我および受検上の配慮申請をした場合 ○ 108 57

19 山梨 ○
発熱、体調不良、持病や怪我等への対応、障害に対する配慮をする必
要がある場合

○ 原則として中学校からの申し出により認めている。 68 39

20 長野 ○
特別な教室環境を整えたり、他の受検生と同じ教室空間にいることを避
けたりする必要があると判断した場合。弱視や難聴、免疫力の低下、発
達障がい等、個別の事例について慎重に対応

○
インフルエンザ等の事実が判明次第、在籍中学校から志望
高等学校へ速やかに連絡する。

59 37

21 岐阜 ○ 病気等の症状に応じて対応 ○

22 静岡 ○

・インフルエンザ等の感染症により出席停止となっているが、受検可能で
あるとの医師の診断を確認済である場合
・急な発症のため、医師によるインフルエンザ等の感染症の診断はなく、
体温が38度以上となる発熱等、インフルエンザ等の感染症様の症状が
あるが、特に、志願者本人及び保護者は受検に耐えられると判断してい
る場合

○
中学校長が保護者の協力のもとに「インフルエンザ等の感
染者等受検願」を作成し、志願先高等学校長に提出。医師
の診断書の添付は必要としない。

23 愛知 ○
病気、事故による負傷、障害などのため別室で受検させることが適当で
ある場合

○
中学校長からの申請に基づいて、高等学校長の判断により
認めている。

1210 977

24 三重 ○
障害のある者又は病気・怪我等のため別室で受検させることが適当であ
る場合

○ 17 0

25 滋賀 ○
海外帰国生徒（ルビ振り問題）、骨折、靭帯損傷、聴覚障害、糖尿病、発
熱、下痢　等

○ 100 50

26 京都府 ○

インフルエンザ罹患に関わらず、咳がひどく他の受検生に影響が出るな
ど、別室にした方が望ましい場合には柔軟に対応。また、障害のある者
のうち、配慮を必要とすると考えられる場合においては、中学校長から志
願先高等学校長にあらかじめ申し出ることにより対応

○

病状や罹患してからの日数などを踏まえ、受検は可能だ
が、他の生徒への配慮などから、別室での受検が望ましい
との医師の診断があった場合に配慮している事例がある。
※中学校長と高等学校長とで調整を行っている。



1．別室受検の実施状況について

①インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか ③別室受検を認める際の必要としている手続について

ア．し
ている

イ．して
いない

②別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする
具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体 別室受検者
インフルエン
ザ罹患者

④平成28年度入学者選抜に
おける別室受検の人数

27 大阪府 ○
障がいのある者又は病気等のため所定の検査室において受検できない
者

○
事前又は後日に、「受検しても差し支えない」という医師の
承諾書等又は中学校等校長の別室受検願いを求めてい
る。

30 0

28 兵庫 ○
聴覚障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、発達障害、糖尿病、骨折など
の怪我、発熱などの体調不良

○
検査前日までは、中学校長からの高等学校への申し出に
より、検査当日は、受検者から高等学校への申し出により
別室受検を実施している。

187

29 奈良 ○
問題用紙拡大に伴い大きい机を用いる者、聞き取り検査を一斉放送でな
くＣＤラジカセなど個々に行う者、車椅子の使用者、介助を必要とする
者、当日体調不良を訴える者　等

○ ○
検査前日までは、中学校長から高等学校長への申し出に
より、検査当日は、受検者から高等学校への申し出により
別室受検を実施している。

30 和歌山 ○

31 鳥取 ○
・他の受検生への感染のおそれがある場合
・障害があるなど、特別な教育的支援を必要とする場合

○
本人または保護者から中学校長へ、中学校長から志願先
高等学校長への申し出により認めている。

44 27

32 島根 ○
・インフルエンザ以外の感染性の病気の場合
・骨折等により受検時間の延長措置をとる場合
・その他理由により特に必要と認められる場合

○ 41 19

33 岡山 ○
・インフルエンザ以外の体調不良（激しい咳・発熱・嘔吐等）
・特別な配慮を要する生徒への対応（視覚障害・聴覚障害・肢体不自由
等）

○ ○ ○

インフルエンザを含め、当日の体調不良等については、中
学校や本人の申し出により、学校長が判断している。
障害等により特別な配慮を希望する場合は、中学校長から
高等学校長あてに、障害等の状況や希望する特別な配慮
を記入した書類を提出することとしている。また、それに併
せて、障害等の状況がわかる資料（障害者手帳の写し等）
を添付することとしている。

185 81

34 広島 ○ 発熱，嘔吐，感染性胃腸炎，腹痛，体調不良 ○
事前の場合は，中学校長からの申し出により判断してい
る。当日朝の場合は，本人からの申し出があった場合に，
学校長が判断している。

58 43

35 山口 ○
風邪・発熱等の体調不良、聴覚障害・肢体不自由等の障害等、本人から
の申し出に対し、高等学校長が別室受験の必要性を認めた場合

○ 62 36

36 徳島 ○

37 香川 ○ 発熱、胃腸炎、吐き気を伴う体調不良等の場合 ○ 中学校から特別措置願が提出されることで対応 57 35

38 愛媛 ○
身体に障がいがある受検者に対する特別措置及び急な体調不良等への
対応として実施

○ ○ 在籍中学校からの連絡 115 53

39 高知 ○
・体調不良
・怪我による松葉杖等の使用
・難聴（リスニング時）

○

本人・保護者が配慮を希望する場合、特別措置願を中学校
長から志願先高等学校へ提出。受け取った高等学校は、
特別措置願の内容を検討し、具体的な措置について中学
校へ報告する。急な発病の場合は、中学校長から高等学
校長に口頭で連絡し、高等学校長は具体的な措置を受検
生及び中学校長に連絡する。

14 6

【理由】追検査の実施により対応

【理由】追検査の実施により対応



1．別室受検の実施状況について

①インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか ③別室受検を認める際の必要としている手続について

ア．し
ている

イ．して
いない

②別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする
具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体 別室受検者
インフルエン
ザ罹患者

④平成28年度入学者選抜に
おける別室受検の人数

40 福岡 ○
インフルエンザに限らず、発熱やその他の体調不良者については、学校
長の判断で対応

○

41 佐賀 ○
・受検者が体調不良を訴え学校長が必要と認める場合
・合理的配慮を必要とする場合

○ 226 121

42 長崎 ○ 特定の事由を対象とせず、生徒の状況に応じて個別に対応 ○ 11 6

43 熊本 ○
感染症以外の体調不良、インフルエンザ、インフルエンザ以外の感染症
を分けて実施

○

44 大分 ○ 状況に応じて学校ごとに対応 ○ 各学校ごとに対応

45 宮崎 ○
選抜検査の当日、病気その他やむを得ない事情のため、指定された検
査室で検査を受けることができない者については、志願先高等学校長が
別室受検等の配慮をして実施

○ 中学校長の申し出により対応 93 76

46 鹿児島 ○
骨折等の怪我で移動困難な場合、感染性胃腸炎等の感染症の場合、
難聴，起立性障害，呑気症，心身症など特別な配慮を必要とする場合、
熱発等による体調不良の場合　等

○ ○ ○
中学校長からの申し出，引率教諭からの申し出，保護者か
らの申し出により対応

186 128

47 沖縄 ○ 体調不良（インフルエンザ以外）や、特別な配慮を要する場合 ○

48 札幌市 ○
障がいや病気等の理由により、特別な配慮を必要とする生徒が出願する
際、在籍する中学校が出願先高等学校に事情を説明し、協議の上、状
況に合わせて別室受検等を実施

○
本人及び保護者の申し出により、在籍する中学校と出願先
高等学校が協議し、事実を確認の上認めることとしている。
必要に応じて出願事情説明書の提出を求めている。

17 7

49 仙台市 ○ ※　宮城県の取扱いに準じる ○ ※　宮城県の取扱いに準じる

50 さいたま市 ○ 体調不良、感染症 ○ 8 2

51 千葉市 ○
・ノロウイルス等の「感染性胃腸炎」の場合
・その他、別室受検が望ましい場合（障がい、骨折、当日の急な原因不
明の発熱、等）

○ ※　千葉県の取扱いに準じる 6 2

52 川崎市 ○
感染症については、学校保健安全法第19条に準じて取り扱う。ただし、
医師の指示などにより他者への感染を防ぐことが可能な措置が取れる場
合は、受検させることができるものとしている。

○ ○
志願者の中学校に確認を行い、本人の状況把握や保護者
の意向等を確認している。

9 5

53 横浜市 ○
障害等のある志願者は中学校長を通して、事前に申請した場合。また、
当日の体調不良等の申し出により、別室での受検を認めることもある。

○
事前に在籍中学校長から志願先の高等学校長へ、受検方
法等申請書を提出し，県教育長の承認を得る。

9 0

54 新潟市 ○ ○ ○ 1 1

55 静岡市 ○

急な発症なため医師によるインフルエンザ等の診断はないが同様の症
状（体温38度以上となる発熱、せきがひどい場合）がある志願者の受検
について中学校長から受検を希望する願い出があった場合で、高等学
校長が別室受検を許可した志願者のみ対象

○
「インフルエンザ等の感染者等受検願」は、中学校長が保
護者の協力のもとに作成し、志願先高等学校長に提出。医
師の診断書の添付は必要としない。

0 0



1．別室受検の実施状況について

①インフルエンザ罹患者等への対応として別室での受検を実施しているか ③別室受検を認める際の必要としている手続について

ア．し
ている

イ．して
いない

②別室での受検を実施している場合、インフルエンザ以外で対象とする
具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体 別室受検者
インフルエン
ザ罹患者

④平成28年度入学者選抜に
おける別室受検の人数

56 浜松市 ○ ※　静岡県の取扱いに準じる ○ ※　静岡県の取扱いに準じる 1 0

57 名古屋市 ○ ※　愛知県の取扱いに準じる ○ ※　愛知県の取扱いに準じる

58 京都市 ○ ※　京都府の取扱いに準じる ○ ※　京都府の取扱いに準じる

59 大阪市 ○
生徒が在籍している中学校長より志願先高等学校長あてに別室受験依
頼書を提出し、志願先の校長が認めた場合

○
生徒が在籍している中学校長より志願先高等学校長あて
に別室受験依頼書を提出

26 14

60 堺市 ○ ※　大阪府の取扱いに準じる ○ ※　大阪府の取扱いに準じる 5 2

61 神戸市 ○ ※　兵庫県の取扱いに準じる ○ ※　兵庫県の取扱いに準じる 22 10

62 岡山市 ○
・インフルエンザ以外の体調不良(激しい咳・発熱・嘔吐等)
・特別な配慮を要する生徒への対応(視覚障害・聴覚障害・肢体不自由
等)

○ ○ ○

インフルエンザを含め、当日の体調不良等については、中
学校や本人の申し出により、学校長が判断している。
障害等により特別な配慮を希望する場合は、中学校長から
高等学校長あてに、障害等の状況や希望する特別な配慮
を記入した書類を提出することとしている。また、それに併
せて、障害等の状況がわかる資料（障害者手帳の写し等）
を添付することとしている。

6 1

63 広島市 ○ ※広島県の取扱いに準じる ○ ※広島県の取扱いに準じる 43 26

64 北九州市 ○ 通常の病気・けがなどの場合 ○ 0 0

65 福岡市 ○ ※福岡県の取扱いに準じる ○ ※福岡県の取扱いに準じる 17 11

67 熊本市 ○ 感染性胃腸炎、麻疹、新型インフルエンザ、発熱　等 ○
中学校管理職から高校管理職への電話連絡
（当日の場合は高校管理職から中学校管理職への確認）

11 5

64 2 8 29 42 4693 2695



２．追検査の実施状況について（実施している自治体）

③追検査を認める際の必要としている手続について

ア．して
いる

②別日程での追検査を実施している場合、インフル
エンザ以外で対象とする具体的な事由

ア．診
断書

イ．本人
の申出

ウ．そ
の他

「ウ．その他」の場合の具体
追検査
受検者

インフルエ
ンザ罹患者

5 秋田 ○
病気による欠席や公共交通機関等の遅延等による
場合

○ ○

中学校長から追検査受検願いを提出させてい
る。また、病気による場合は医師の診断書、交
通事情による遅延の場合はその旨を証明する
書類を提出させている。

22 13

22 静岡 ○
病気その他のやむを得ない理由により、学力検査、
面接等を受けることができなかった者

○ ○

理由が病気の場合は医師の診断書、交通事情
等の理由による場合は、その事務担当責任者
の証明書等、受検できなかった理由が正当であ
ることを証明するに足る書類を添えて、志願者
が「追検査受検願」を作成して志願先高等学校
長に提出

特になし 161

23 愛知 ○
急病又は交通事故等やむを得ない理由により受検
できなくなった場合

○ ○
医師の診断書等の理由を証明するものを提出
させている。

別日程で実施することにより、全体の選抜
作業も遅くなるため、学校現場の負担が大
きい。平成29年度入学者選抜からは追検査
を行わず、志願者の個別の事情に応じて可
能な限り時間を遅らせるなど、学力検査当
日のうちに受検させることとした。

74 53

24 三重 ○
検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその
一部又はすべてを受けられなかった者で、追検査を
希望する者を対象

○
前期選抜においては、本検査から追検査ま
での期間が短いため、すべてのインフルエ
ンザ罹患者に対応できていない。

61

26 京都府 ○

選抜要項において『検査当日やむを得ない理由に
よって欠席した者で、欠席した日の午後４時までに、
追検査受検願に診断書等理由を証明する書類を添
えて、中学校長経由で志願先高等学校長に届け出
た場合、追検査を受検することができる。』としてい
る。

○ 左記②に記載のとおり

追検査の対象者はインフルエンザ罹患だけ
とは限らないため、複数人の受検がある際
には、受検会場を複数用意する必要があ
り、その場合には監督者の必要数も増える
こととなる。また、インフルエンザ疾患の感
染を防ぐための手立てを講じる必要がある。

35 30

30 和歌山 ○
受検者が、やむを得ない事情で受検できなくなった
場合（入院中等）

○ 特になし 22 21

36 徳島 ○

受検機会の確保の観点から，入学者選抜の当日，
急病，交通事故，天災地変その他やむを得ない理
由で欠席した場合，所定の手続を経て受検すること
ができる。

○
日程上の制約のため，追検査は学力検査
日の２日後に実施しており，受検者の健康
状態が十分回復していない可能性がある。

2 0

55 静岡市 ○

急な発症なため医師によるインフルエンザ等の診断
はないが同様の症状（体温38度以上となる発熱、せ
きがひどい場合）がある志願者の受検について中学
校長から受検を希望する願い出があった場合で、高
等学校長が別室受検を許可した志願者のみ対象。

○

「インフルエンザ等の感染者等受検願」は、中学
校長が保護者の協力のもとに作成し、志願先高
等学校長に提出する。医師の診断書の添付は
必要としない

インフルエンザ等の罹患者が多数出た場合
に複数の教室を確保するため，監督者等の
人的配置に課題がある。

7 6

56 浜松市 ○ ※　静岡県の取扱いに準じる ○ ○ ※　静岡県の取扱いに準じる ※　静岡県の取扱いに準じる 1 1

57 名古屋市 ○ ※　愛知県の取扱いに準じる ○ ○ ※　愛知県の取扱いに準じる ※　愛知県の取扱いに準じる

58 京都市 ○ ※　京都府の取扱いに準じる ○ ※　京都府の取扱いに準じる ※　京都府の取扱いに準じる

11 8 0 8 385 124

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検
査を実施しているか

⑤平成28年度入学
者選抜における追検
査受検者数④追検査を実施するうえでの課題等



２．追検査の実施状況について（実施していない自治体）

イ．して
いない

⑥別日程での追検査を実施していない具体的な事由
ア.実施
予定

イ.実施
を検討

ウ.実施予
定無し

「ウ．実施予定無し」の理由

1 北海道　 ○ 別室での受検を認めることにより、対応可能としているため。 ○

2 青森 ○
県立高等学校入学者選抜要項に「病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、学力検
査等の全部又は一部を受けることができなかった者については、県立高等学校の校長が事情
を調査の上、適切な方法によって選抜を行う」と定めており、これに基づいて選抜している。

○

平成２２年度入学者選抜では、希望者に対し、面接及び口頭試問
（学校によっては実技検査、作文等）による特別措置を実施した。
今後同様の事態になった場合も、特別措置について検討するもの
と予想される。

3 岩手 ○ 事前の予防対策及び治療方法が確立しており、すでに別室受検等で対応が可能であるため。 ○

4 宮城 ○
前期選抜，後期選抜，第二次募集の計３回の入試を実施しており，問題作成，予算，日程・会場
確保のいずれにおいても，追検査を実施する余裕がないため。

○
本県では，前期選抜，後期選抜，第二次募集の計３回の入試を実
施しており，問題作成，予算，日程・会場確保のいずれにおいて
も，追検査を実施する余裕はないため。

6 山形 ○
学力検査日の翌日は面接日、及び適性検査日となっており、それ以上日程を遅らせることは採
点・選抜に影響が出るため。

○ 左記⑥の理由と同じ

7 福島 ○ 受験日から合格者発表までの日程に余裕がないため。 ○

8 茨城 ○
インフルエンザ罹患者には別室受検の措置を講じており，追検査を実施する場合，公平性を欠
くおそれがあるため。

○

9 栃木 ○
全日制課程の選抜後、３月までに定時制課程及び通信制課程の選抜が続いているため、追検
査の実施には日程的に課題がある。

○

10 群馬 ○ 前期・後期選抜及び再募集を実施し、複数受検の機会を確保しているため。 ○ 別室受検で対応可能であるため。

11 埼玉 ○
選抜要領に「病気その他やむを得ない事情により、学力検査等を受検できなかった志願者の選
抜に際しては、その事由を証明する書類を提出させ、該当志願者に不利にならないよう留意し、
各高等学校で扱いを定める」としている。

○

12 千葉 ○ 県下一斉に同一の検査問題で同一の条件で行うこととしているため。 ○ 別室での受検で対応したいと考えている。

13 東京都 ○

追試験という形はとっていないが、インフルエンザ等の感染症に罹患している者であっても、中
学校長が出席停止を解除している場合又は症状により学校医その他医師において感染のおそ
れがないと認められた場合には受検を認めている。また、「３．その他の措置について」に記載
のとおり、課程別などの募集を複数回、日程をずらして設定し、複数の受検機会を確保してい
る。

○

14 神奈川 ○

志願者が必要な検査の一部を受検しなかった場合、それが志願者の急な病気や事故などの正
当な事由によるときは、その事由を証明する書類と事由報告書を志願先の高等学校長あてに
提出することで、学校長の判断により選考の対象となることがあり、正当な事由の場合は配慮
することが可能であるため。

○ 左記⑥の理由と同じ

15 新潟 ○ 一般選抜と欠員補充のための２次募集との間の期間が短く、日程の確保が難しいため。 ○

16 富山 ○
受検機会の保障，公平性の保持，生徒の健康・安全への配慮，感染拡大防止などの観点から
別室での受検がふさわしい対応と考えるため。

○

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検査を実施しているか
⑦季節性ではない平成21年度のような新型インフルエンザが大流行した場合には追検査を実
施するか



２．追検査の実施状況について（実施していない自治体）

イ．して
いない

⑥別日程での追検査を実施していない具体的な事由
ア.実施
予定

イ.実施
を検討

ウ.実施予
定無し

「ウ．実施予定無し」の理由

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検査を実施しているか
⑦季節性ではない平成21年度のような新型インフルエンザが大流行した場合には追検査を実
施するか

17 石川 ○
・本検査と追検査における問題の難易度に違いが生じ、公平性の確保が難しいため。
・追検査実施による日程変更により、学校行事や定時制入学検査などに影響を及ぼすため。

○

18 福井 ○
入学者選抜の公平性・平等性を保障するため。また、全日制・定時制学力検査実施後、全日制
第２次、定時制第２次学力検査が実施されるため、追試験を実施するのは日程的に困難である
ため。

○ 左記⑥の理由と同じ

19 山梨 ○
学力検査、入学許可予定者発表、再募集検査等の日程が詰まっており、追試験を実施するに
は日程的な余裕がない。また、追試験を実施するための会場の選定と確保も課題となってくる
ため。

○

20 長野 ○
学力検査は「同一の問題で一斉に実施する（選抜要綱）」ことによって、公平性を担保している。
追検査実施については、日程、問題作成、選抜方法等検討すべき課題があると認識している。

○

21 岐阜 ○ 他の受検生との公平性確保の観点から実施していない。 ○

25 滋賀 ○ 二次選抜を行っているため、新たに追検査を実施することは、日程的に難しいため。 ○
平成２２年度入学者選抜において追検査を実施したことを踏まえ、
検討する予定である。

27 大阪府 ○

公立高校の選抜は、２月後半から３月末にかけて特別選抜、一般選抜、二次選抜とタイトな日
程で行っており、追検査を実施するなど日程の追加を行うことは困難である。一方で、受検機会
を保障する観点から、インフルエンザ等の症状を示している生徒については、別室で受検がで
きるよう配慮しているため。

○ 左記⑥の理由と同じ

28 兵庫 ○ 本試験と追試験の公平性の観点や日程などの面から実施は困難であるため。 ○

29 奈良 ○
主に、特色選抜、一般選抜、二次募集という枠組で実施しているが、日程に余裕がなく、別に検
査日を設けることは難しいため。

○ 左記⑥の理由と同じ

31 鳥取 ○
平成２１年度のような新型インフルエンザが大流行した場合には実施予定（平成２１年度は対
応）

○

32 島根 ○ 日程的な問題及び、別問題を実施した場合に公平性の確保が難しいため。 ○

33 岡山 ○
別室（保健室等）での対応を行っており、問題作成や入試日程上、課題が大きいと判断し、追検
査は実施していない。

○

34 広島 ○ 公平性の確保，日程の設定が難しいため。 ○

35 山口 ○
学力検査を受検できなかった志願者も選抜の対象としており、その際、高等学校長は、中学校
長から事情を聴取するとともに、学力検査に代わる資料の提出を求めることができることとして
いるため。

○

37 香川 ○ 問題作成、予算、日程・会場確保などが問題であるため。 ○



２．追検査の実施状況について（実施していない自治体）

イ．して
いない

⑥別日程での追検査を実施していない具体的な事由
ア.実施
予定

イ.実施
を検討

ウ.実施予
定無し

「ウ．実施予定無し」の理由

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検査を実施しているか
⑦季節性ではない平成21年度のような新型インフルエンザが大流行した場合には追検査を実
施するか

38 愛媛 ○
別室受検で対応していること、また、実施細目において、病気その他やむを得ない事情により、
学力検査等を受検できなかったと認められる入学志願者に対しては、必要種類を審査して、選
抜することができることとしているため、当該志願者の受検機会を確保できている。

○

39 高知 ○
公立高校の受検機会は、３回（Ａ日程、Ｂ日程、Ｃ日程）あるが、全て３月に実施しているため、
それぞれの検査日の間が短く、追検査を実施する日を設定することが難しいため。

○

40 福岡 ○ 問題作成及び選考日程の関係で実施していない。 ○

41 佐賀 ○
学力検査当日に別室受検を認めることによって、受検機会を確保することができると考えるた
め。

○

42 長崎 ○ 問題作成、日程確保の問題等 ○

43 熊本 ○
別室受検で対応している。追考査については、公平性の確保、日程の設定が難しいため実施し
ていない。

○

44 大分 ○ 入学者選抜の公平性が損なわれるため。 ○
これまで季節性のインフルエンザを含めて、他の病気等では追検
査を実施してこなかったこと、本検査と異なる問題で選抜すること
は、公平性の確保に懸念があること

45 宮崎 ○ ○ 状況によっては、実施を検討する場合もある。

46 鹿児島 ○
公立高等学校に出願したが，病気や不慮の事故等により，学力検査を受検できなかった者が第
二次入学者選抜を受検することができるため。

○

47 沖縄 ○
一般合格後から、二次募集までの期間が短いことや、予算の面で問題を作成しておらず実施し
ていないが、震災等の緊急事態が生じた場合に別日程での実施を検討している。

○

48 札幌市 ○ ※　北海道の取扱いに準じている ○

現段階では、これまで同様、北海道立高等学校入学者選抜実施要
項に準じて札幌市立高等学校の入学者選抜を実施することとして
いる。今後の実施については、北海道教育委員会との協議によ
る。

49 仙台市 ○ ※　宮城県の取扱いに準じている ○ ※　宮城県の取扱いに準じる

50 さいたま市 ○ ※　埼玉県の取扱いに準じている ○ ※　埼玉県の取扱いに準じる

51 千葉市 ○ ※　千葉県の取扱いに準じている ○ ※　千葉県の取扱いに準じる

52 川崎市 ○ ※　神奈川県の取扱いに準じている ○ ※　神奈川県の取扱いに準じている



２．追検査の実施状況について（実施していない自治体）

イ．して
いない

⑥別日程での追検査を実施していない具体的な事由
ア.実施
予定

イ.実施
を検討

ウ.実施予
定無し

「ウ．実施予定無し」の理由

①インフルエンザ罹患者等への対応として別日程での追検査を実施しているか
⑦季節性ではない平成21年度のような新型インフルエンザが大流行した場合には追検査を実
施するか

53 横浜市 ○

志願者が必要な検査の一部を受検しなかった場合、それが志願者の急な病気や事故などの正
当な事由によるときは、その事由を証明する書類と事由報告書を志願先の高等学校長あてに
提出することで、学校長の判断により選考の対象となることがあり、正当な事由の場合は配慮
することが可能であるため。

○ 左記⑥の理由と同じ

54 新潟市 ○ 一般選抜と欠員補充のための２次募集との間の期間が短く、日程の確保が難しいため。 ○

59 大阪市 ○ 学力検査の公平性を図るため（他の病状等との線引き・整合性を図ることが困難。） ○ 左記⑥の理由と同じ

60 堺市 ○ ※　大阪府の取扱いに準じている ○ ※　大阪府の取扱いに準じる

61 神戸市 ○ ※　兵庫県の取扱いに準じている ○

62 岡山市 ○
別室（保健室等）での対応を行っており、問題作成や入試日程上、課題が大きいと判断している
ため。

○

63 広島市 ○ ※　広島県の取扱いに準じている ○

64 北九州市 ○ ※　福岡県の取扱いに準じている ○

65 福岡市 ○ ※　福岡県の取扱いに準じている（問題作成と入試業務の日程確保に問題があるため。） ○

67 熊本市 ○ ※　熊本県の取扱いに準じている（別室受検で対応できていると判断している。） ○
平成２１年度の新型インフルエンザや麻疹流行時も、他の別室を
準備し対応した。
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３．その他の措置について

別室受検、追検査の実施以外に、生徒の受検機会の確保の観点から、講じている措置等

1 北海道　 病院内受検、検査時間の繰り下げ

3 岩手 病気や障がいの程度が重い場合、病院での受検を認める場合がある。

13 東京都

推薦選抜、第一次募集・分割前期募集、分割後期募集・全日制第二次募集、定時制第二次募集、通信制募集をそれぞれ日程をずらして設定し、複数の受検機会を確保している。
また、高校入学後の進路変更希望などに応えるため、都立高校補欠募集（転学・編入学）を年３回実施して、他の都立高校へ転学する機会を設けている。欠員がなくても募集が行
えるよう、全日制課程の普通科、総合学科等には、あらかじめ転学のための転入学者特別枠を設けている。特に、第１学年の第二学期補欠募集では、異なる課程、異なる学科へ
転学することを可能としている。

15 新潟
・入院中の受検生に対する、病院での入学者選抜の実施
・聴覚障害をもつ生徒に対する、英語の聞き取り検査における口唇読み取り　等

16 富山 受検に際して特に配慮を必要とする志願者に対し個別対応

18 福井 受検上の配慮申請にもとづき、個々に対応している。

19 山梨
前期募集の実施（全日制）
再募集の実施（全日制、定時制別日程で両方受検可能）
全日制・定時制募集終了後の通信制の募集

23 愛知 原則として医師の診断により、保健室において受検ができないと認められた場合には、病院において受検させることができることとしている。

27 大阪府
病院受検
「受検しても差し支えない」という医師の承諾書等の提出を求めたうえで、検査中にも医師に対応してもらえるようにしている。

28 兵庫
病気等のため病院等において受検を希望する旨の申し出があった場合は、県教育委員会と協議の結果、監督のための人数に十分余裕があり、厳正に検査が実施できると校長が
判断するときは、病院等における受検を許可することがある。

29 奈良 病院内受検

32 島根
・帰国生徒等に対する特別措置（学力検査教科の一部減、受検時間の延長等）
・病院内受検

38 愛媛
実施細目において、病気その他やむを得ない事情により、学力検査等を受検できなかったと認められる入学志願者に対しては、必要種類を審査して、選抜することができることとし
ている。

41 佐賀 受検校外(病院等)での受検を認める場合がある。

42 長崎 生徒の状況に応じて、個別に対応している。

46 鹿児島
「中学校長から身体的障害等のため受検上何らかの措置を必要とする受検者について申し出があった場合，高等学校長は，学力検査の実施に当たり，当該受検者の障害等の程
度に応じて，別室での受検，検査室の座席，補聴器等の使用など適切な措置を講じること」としている。

48 札幌市
病気等により入院している生徒が、当日に高等学校での受検が困難である場合について、在籍する中学校、出願先高等学校及び病院（医師）が協議し、必要に応じて病院受検を
認めている。また、障がい等により、特別な配慮を必要とする生徒について、検査時間の延長や検査問題の拡大など必要な配慮を行っている。

55 静岡市
障害のあることで、特別の配慮を希望する志願者は、中学校長を経由して「受検上の配慮願」を提出してもらう。提出された内容を吟味し、中学校長等を経由して「受検上の配慮通
知」により通知する。
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